
連
携
、
そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
へ

　
茨
城
県
内
に
も
、
多
く
の
異
業

種
交
流
会
が
あ
る
。
設
立
の
経
緯

や
狙
い
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
活
発

な
交
流
が
連
携
を
生
み
出
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
り
、
相
互
利
益

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
理

想
的
だ
。
会
の
設
立
か
ら
時
間
が

経
過
す
る
と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
た
め
に
組
織
形
態
の
見
直
し

も
必
要
に
な
る
。
今
回
は
、
次
世

代
若
手
経
営
者
を
中
心
と
し
た
会

「
ひ
た
ち
立
志
塾
」
と
、
研
究
開

発
を
積
極
的
に
志
す
企
業
の
会

「
茨
城
県
研
究
開
発
型
企
業
交
流

協
会

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ

」
の
二
つ
の

中
小
企
業
異
業
種
交
流
会
の
取
り

組
み
を
紹
介
す
る
。注目の異業種交流会

次世代若手経営者を中心に組織ひたち立志塾

２
０
１
１
年
度
に
行
わ
れ
た
中
小
企
業
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
約
１
７
０
人
が
集
ま
っ
た

後
継
者
育
成
志
高
く
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
研
究
へ

技
術
展
示
会
を
開
催
独
自
運
営
に
し
成
果
目
指
す

研究開発を積極的に志す企業の会茨城県研究開発型企業交流協会

ＩＲＤＡ総会で 今後の活動方針について説明する辻信行会長

産総研で行われたＩＲＤＡの技術展示会

　　 ２０１２年 平成２４年 １２月７日 金曜日 【広告特集】 （ ）

第
５
期
の
入
塾
式
で
講
演
す

る
関
満
博
教
授

県
主
導
で
ス
タ
ー
ト

　
茨
城
県
研
究
開
発
型
企
業

交
流
協
会

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
、
イ

ル
ダ

は
、
１
９
８
９
年

月
に
設
立
。
当
初
は
、
創
業

支
援
機
関
で
あ
る
、
つ
く
ば

研
究
支
援
セ
ン
タ
ー

茨
城

県
つ
く
ば
市

に
入
居
す
る

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を

中
心
に
、
茨
城
県
の
主
導
に

よ
っ
て

社
強
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。
研
究
開
発
を
志
向
す

る
県
内
企
業
の
異
業
種
交
流

会
で
、
勉
強
会
や
見
学
会
を

中
心
に
、
つ
く
ば
の
研
究
機

関
や
大
学
と
交
流
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
の
会
員
数
は

社
。

　
特
に
、

年
ほ
ど
前
か
ら

始
め
た
産
業
技
術
総
合
研
究

所

産
総
研

つ
く
ば
セ
ン

タ
ー
内
で
行
っ
て
い
る
技
術

展
示
会
は
活
動
の
大
き
な
柱

だ
。
年
に
１
回
、
会
員
企
業

の
う
ち

社
程
度
が
産
総
研

の
一
部
ス
ペ
ー
ス
を
借
り

て
、
自
社
の
技
術
を
研
究
者

に
直
接
見
て
も
ら
う
機
会
を

設
け
て
い
る
。
展
示
会
に
は

多
い
と
き
で
、
研
究
者
ら
２

０
０
人
以
上
が
訪
れ
る
と
い

う
。
「
研
究
者
か
ら
直
接
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
け
る
貴

重
な
機
会
」

辻
信
行
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ａ
会
長

ツ
ジ
電
子
社

長

と
し
、
実
際
に
商
談
も

行
わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は

産
総
研
の
ほ
か
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構

Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ

や
、
日
本
自
動
車
研
究

所

Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｉ

な
ど
で
も

技
術
展
示
会
を
行
っ
て
い

る
。

事
務
局
持
ち
回
り
に

　
そ
ん
な
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
の
転
機

は
今
年
５
月
。
こ
れ
ま
で
事

務
局
運
営
を
茨
城
県
商
工
労

働
部
が
担
っ
て
い
た
が
、
会

員
企
業
が
持
ち
回
り
で
事
務

局
を
務
め
る
独
自
運
営
の
形

式
に
切
り
替
え
た
。
現
在
の

事
務
局
は
、
ツ
ク
バ
リ
カ
セ

イ
キ

茨
城
県
つ
く
ば
市
、

中
山
俊
明
社
長

が
務
め

る
。
そ
し
て
茨
城
県
商
工
労

働
部
は
顧
問
と
し
て
活
動
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
述
べ
る
立
場

と
な
っ
た
。
今
回
、
運
営
主

体
の
変
更
は
、
新
た
に
共
同

受
注
や
共
同
開
発
の
可
能
性

を
探
っ
て
、
具
体
的
な
成
果

に
結
び
つ
け
て
い
こ
う
と
す

る
前
向
き
な
進
化
を
狙
う
も

の
だ
っ
た
。

　
そ
し
て
具
体
化
の
た
め
の

活
動
主
体
と
し
て
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ

内
に
立
ち
上
げ
た
の
が
「
２

３
会
」
と
い
う
組
織
。
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ａ
設
立
「

年
目
」
に
設

立
さ
れ
た
こ
と
と
、
メ
ン
バ

ー
の
中
心
で
あ
る
次
世
代
若

手
経
営
者
の
「
兄
さ
ん
」
を

か
け
た
。
若
手
中
心
と
い
う

こ
と
で
活
動
も
積
極
的
だ
。

「
待
っ
て
い
て
は
ダ
メ
だ
」

佐
藤
達
志
・
２
３
会
会
長

ビ
ー
ム
ト
ロ
ン
社
長

と

福
島
や
群
馬
な
ど
の
企
業
や

中
小
支
援
機
関
の
ほ
か
、
医

療
や
農
業
分
野
の
研
究
機
関

な
ど
を
独
自
に
訪
れ
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
努
め
て

い
る
。

積
極
的
な
種
ま
き

　
さ
っ
そ
く
今
年
は
会
員
同

士
で
「
ナ
ノ
バ
ブ
ル
研
究

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
目
に

見
え
な
い
ほ
ど
の
泡
を
使
っ

て
金
属
表
面
の
汚
れ
を
と
る

な
ど
、
何
か
産
業
利
用
で
き

な
い
か
と
い
う
検
討
を
始
め

て
い
る
。
「
何
か
ビ
ジ
ネ
ス

の
種
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ

な
い
」

同

と
２
３
会
ス

タ
ー
ト
１
年
目
の
今
年
は
各

方
面
で
積
極
的
な
種
ま
き
を

進
め
る
。
茨
城
県
商
工
労
働

部
と
も
引
き
続
き
連
携
し
な

が
ら
、
新
し
い
形
の
異
業
種

交
流
会
を
目
指
す
「
新
生
・

Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ａ
」
。
挑
戦
は
始
ま

っ
た
ば
か
り
だ
。

関
教
授
の
私
塾
か
ら

　
全
国
の
動
き
と
同
様
、
茨

城
県
日
立
市
も
企
業
数
の
減

少
は
著
し
い
。
１
９
８
９
年

に
８
０
５
社
あ
っ
た
中
小
製

造
業
は
２
０
０
９
年
ま
で
に

４
５
７
社
と
、

％
以
上
減

少
し
た
。
雇
用
も
４
万
８
９

５
人
か
ら
２
万
８
１
０
９
人

ま
で
減
少
し
、
２
万
人
近
く

の
働
く
場
が
失
わ
れ
て
い

る
。
危
機
感
を
抱
い
た
の
は

一
橋
大
学
名
誉
教
授
・
明
星

大
学
教
授
の
関
満
博
氏
。
全

国
の
企
業
数
減
少
の
原
因

は
、
「
後
継
者
が
い
な
い
こ

と
に
つ
き
る
。
経
営
を
志
す

気
持
ち
を
高
め
る
に
は
、
経

営
の
志
の
高
い
人
と
交
流
す

る
こ
と
だ
」
と
の
持
論
を
展

開
し
、
私
塾
と
し
て
全
国
に

ほ
ど
の
異
業
種
交
流
組
織

を
仕
掛
け
た
。

　
茨
城
県
の
私
塾
は
「
ひ
た

ち
立
志
塾
」
。
県
北
部
の
日

立
・
ひ
た
ち
な
か
地
域
の
若

手
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異

業
種
交
流
会
と
し
て
２
０
０

７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
活

動
は
１
年
単
位
で
、
参
加
者

自
身
が
人
材
育
成
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
な
ど
共
通
テ
ー
マ

を
決
め
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式

で
勉
強
会
な
ど
を
行
う
。
毎

年

人
前
後
が
参
加
し
、
２

０
１
１
年
ま
で
の
５
年
間
で

卒
塾
生
は

人
を
輩
出
し

た
。
活
動
は
年
を
追
う
ご
と

に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
結

束
は
高
ま
っ
た
。

分
科
会
方
式
に
変
更

　
そ
し
て
東
日
本
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
、
卒
塾
生
も
含

め
た
会
員
同
士
の
さ
ら
な
る

信
頼
感
が
高
ま
る
。
震
災
で

被
害
を
受
け
た
工
場
の
復
旧

の
た
め
に
、
全
国
の
私
塾
メ

ン
バ
ー
が
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
、
食
料

の
融
通
や
金
属
加
工
機
械
を

調
整
す
る
た
め
の
精
密
水
準

器
の
貸
し
借
り
を
行
っ
た
。

他
の
異
業
種
交
流
会
に
は
な

い
結
束
を
生
ん
だ
。

　
今
年
度
は
Ｏ
Ｂ
を
含
む
メ

ン
バ
ー
の
要
望
に
よ
っ
て
、

ひ
た
ち
立
志
塾
の
仕
組
み
が

大
き
く
変
化
し
た
。
１
年
で

は
な
か
な
か
で
き
な
い
、
踏

み
込
ん
だ
研
究
を
し
た
い
と

の
強
い
意
見
が
で
た
。
こ
れ

ま
で
の
１
あ
る
い
は
２
テ
ー

マ
を
通
年
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方

式
で
勉
強
す
る
形
か
ら
、
分

科
会
方
式
で
複
数
年
度
に
渡

っ
て
テ
ー
マ
を
勉
強
す
る
方

式
に
運
営
を
変
更
。

人
が

６
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
交

流
・
勉
強
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
医
療
や
航
空
機

な
ど
の
新
分
野
に
参
入
を
検

討
す
る
「
先
端
技
術
研
究

会
」
は
、
将
来
的
に
は
新
事

業
参
入
に
向
け
た
新
会
社
の

立
ち
上
げ
を
目
指
す
。
ま

た
、
「
最
強
の
ナ
ン
バ
ー

２
」
の
分
科
会
で
は
、
例
え

ば
兄
弟
で
経
営
す
る
会
社

で
、
社
長
で
あ
る
兄
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
弟
の
あ
り
方
を
研

究
し
、
将
来
は
企
業
組
織
論

の
出
版
を
考
え
る
。
そ
の
ほ

か
、
変
化
に
対
応
す
る
組
織

作
り
を
考
え
る
「
カ
メ
レ
オ

ン
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

人
弱

の
分
科
会
で
研
究
し
て
い

る
。塾

生
自
ら
考
え
運
営

　
今
年
度
も
新
た
に

人
が

入
塾
し
た
。
来
年
度
の
入
塾

は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
複
数
年
度
に
渡
っ
て
、

踏
み
込
ん
だ
活
動
を
す
る
方

式
に
変
更
し
た
た
め
、
「
来

年
度
以
降
、
既
存
の
分
科
会

に
新
し
い
塾
生
が
ス
ム
ー
ズ

に
入
っ
て
い
け
る
か
が
心

配
」
と
事
務
局
を
務
め
る
日

立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
日
立
市

の
日
向

晃
一
氏
は
語
る
。
入
塾
者
に

よ
っ
て
新
た
な
分
科
会
を
つ

く
る
こ
と
な
ど
で
解
決
す
る

こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
塾
生

自
ら
が
考
え
て
運
営
す
る

「
ひ
た
ち
立
志
塾
」
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
茨
城
県
北

部
地
域
に
高
い
志
を
持
つ
若

手
が
育
っ
て
い
る
。


